
原
田
会
長
の
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
に
お
い

て
、
８
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た
部
会
長
打

ち
合
わ
せ
会
議
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
要
旨
は
、「
私
た
ち
が
ま
と
め
た
基
本

構
想
（
案
）
の
内
容
及
び
３
つ
の
戦
略
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
検
討
状
況
を
受
け
、

行
政
側
の
先
導
的
な
役
割
の
一
環
と
し
て
、

大
通
り
を
中
心
と
す
る
商
店
街
の
活
性
化

や
『
田
園
工
房
の
ま
ち
・
つ
べ
つ
』
を
目

指
し
た
拠
点
づ
く
り
を
行
う
考
え
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
運
営
形
態
は
、
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
構
想
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
具
体
化

さ
れ
た
も
の
を
受
け
、
そ
の
体
制
づ
く
り

が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
も
の
で
す
が
、

こ
の
関
係
は
、
各
部
会
の
中
で
も
生
活
館

構
想
、
あ
る
い
は
、
住
民
ふ
れ
あ
い
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
構
想
が
企
画
さ
れ
て
お
り
、
ま

た
、
観
光
案
内
所
や
特
産
品
の
販
売
な
ど

と
も
関
連
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

そ
の
調
整
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
」
と
い
う
内
容
で
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
審
議
会
に
お
い
て
、
３
つ
の
戦

略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
係
る
こ
の
間
の
検
討

作
業
の
進
行
状
況
と
今
後
の
計
画
づ
く
り

に
向
け
た
考
え
方
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
関
し
て
は
、

国
道
２
４
０
号
に
面
し
て
い
る
大
通
り
に

津
別
の
顔
と
賑
わ
い
を
つ
く
り
、
津
別
を

売
り
出
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
を
柱
に
、

そ
の
た
め
の
行
政
の
役
割
や
商
工
業
者
の

方
々
の
協
力
、
あ
る
い
は
、
空
き
店
舗
を

利
用
し
各
団
体
の
方
々
が
活
躍
で
き
る
場

を
つ
く
っ
て
行
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

地
場
産
業
の
活
性
化
に
関
し
て
は
、
基

幹
産
業
の
さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
す
こ
と

と
し
、
農
林
商
工
の
連
携
と
町
民
の
協
力

に
よ
り
、
津
別
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と

新
し
い
特
産
品
の
開
発
、
地
場
産
品
の
ブ

ラ
ン
ド
化
に
本
格
的
に
取
り
組
む
こ
と
を

柱
に
、
津
別
な
ら
で
は
の
「
食
」
に
よ
る

地
場
産
業
の
活
性
化
へ
の
可
能
性
を
追
求

し
、
消
費
者
志
向
の
安
全
で
美
味
し
い

『
日
本
一
の
「
食
」
産
業
の
創
出
』
に
向
け

各
団
体
と
の
協
議
経
過
を
含
め
今
後
煮
詰

め
る
べ
き
方
向
性
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
関
し
て
は
、

こ
れ
か
ら
出
来
上
が
る
計
画
の
実
行
に
向

け
、
積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る

方
々
の
情
報
を
受
発
信
す
る
と
と
も
に
、

活
動
に
関
わ
る
多
く
の
団
体
や
町
民
が
と

も
に
手
を
携
え
、
相
互
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

作
り
を
行
い
活
発
な
活
動
を
生
み
出
す
こ

と
を
目
的
に
、
「
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」

を
核
と
す
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
方
向
で
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と

い
う
も
の
で
し
た
。

今
回
の
策
定
審
議
会
は
、
実
行
計
画
作

成
に
向
け
た
終
盤
の
討
議
の
場
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
後
半
の
１
時
間
は
、
単
一
の
部

会
の
討
議
に
と
ど
ま
ら
な
い
課
題
に
関
し

て
、
３
つ
の
テ
ー
マ
に
分
か
れ
て
の
合
同

部
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
は
、

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
念
頭
に
、

「
自
治
会
連
合
会
・
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
等

様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体
の
自
主
活
動

体
制
の
構
築
と
活
動
拠
点
施
設
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
、
生
活
部
会
と
住
民
活
動
部

会
・
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
に
お
い
て
、
二
つ
目
は
、「
津
別

の
産
業
と
津
別
を
学
び
楽
し
む
人
づ
く
り

に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
教
育
部
会
・

産
業
部
会
に
お
い
て
、
そ
し
て
、
三
つ
目

は
、「
自
然
及
び
環
境
資
源
を
生
か
す
人
づ

く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
環
境
み
ど
り
部

会
・
活
汲
方
面
部
会
・
相
生
方
面
部
会
に

お
い
て
、
横
断
的
な
討
議
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

審
議
会
で
は
、
実
行
計
画
（
案
）
を
住

民
の
皆
様
に
公
表
し
、
意
見
交
換
会
や
意

見
募
集
の
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
と
し
て

お
り
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
先
の
基

本
構
想
（
案
）
の
取
り
組
み
に
準
じ
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
別

途
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
15
回
総
合
計
画
策
定
審
議
会
・
９
月
２
日
開
催

「
町
が
舞
台
・
主
役
は
町
民
」
の
計
画
づ
く
り
が
い
よ
い
よ
終
盤

〜
関
連
課
題
に
つ
い
て
合
同
部
会
を
実
施
〜

長寿医療制度のお知らせ

●「高額介護合算療養費」の申請について

・現役並み所得者：住民税の課税所得が145万円以上ある加入者（被保険者）とその方と

同じ世帯にいる加入者（被保険者）の方です。

・住民税非課税世帯

区分2：世帯全員が住民税非課税である方に適用されます。

区分1：世帯全員が住民税非課税である方のうち次のいずれかに該当する方に適用され

ます。

・世帯全員が所得０円かつ公的年金受給額80万円以下の方

・老齢福祉年金を受給されている方

支給の対象となる方へは、12月以降に申請手続きの

ご案内をいたします。

ただし、平成20年４月から平成21年７月の間に町外

から転入された方や75歳に到達された方等の場合、以

前の医療保険や介護保険での自己負担額証明書とともに

下記の後期高齢者医療担当窓口へ申請が必要です。

※支給額が、500円未満の場合は支給されません。

※所得区分は、毎年７月31日現在の窓口負担割合が適用されます。

医療保険上の世帯を単位として、「お医者さんにかかったときの自己負担額」と、「介護保

険のサービスを利用したときの利用者負担額」の１年分の自己負担額を合算した金額が、こ

の制度の基準額を超えると、超えた分が高額介護合算療養費として支給されます。

支給額は、長寿医療制度と介護保険で支払った自己負担額の割合に応じて、それぞれの保

険者から支払われます。

区　分

現役並み所得者

住民税非
課税世帯

一　般

区分1

31万円（41万円）

19万円（25万円）

56万円（75万円）

67万円（89万円）

区分2

自己負担額の
合計の基準額

通常、毎年８月からその翌年の７月末までの医療

保険と介護保険の自己負担額の合計をもとに計算し

ます。

なお、平成20年４月から制度が開始されたため、

平成20年度に限り、平成20年４月から平成21年７月

末の16カ月間の合計額で計算することができます。

その場合の自己負担額の合計の基準額は、（ ）内の

金額です。

《申請手続き》

津別町役場保健福祉課　後期高齢者医療担当y番窓口 †76ー2151
問い合わせ先

北海道後期高齢者医療広域連合　†011－290－5601

75歳以上の方と65歳～74歳で一定の障がいのある方が対象


